
１９７７年、那覇市
久茂地小学校３年４組の授業

林はこの授業の中でビーバーの題材を通して追及される
人間の知の本質を探究した。

ひたむきに授業の展開を追う子どもたちの
真摯な顔に圧倒される。

記録映画シリーズ『林竹二の授業』では1977年、1978年
沖縄県那覇市立久茂地小学校を訪れた際の、授業の記録
映像である。3年生にビーバー、5年生にアマラとカマラ、
6年生に開国の授業をおこなった。今から40年程前の貴重
な授業映像である。優しい口調から発せられる林竹二の
言葉は、人の好奇心を刺激し、気がつけば自然と授業に
参加し、目を輝かせて聞いている子どもたちの顔がとても
印象的である。

撮影方法では、授業を丸ごと記録するために、16ミリカメラ
4台で同時撮影をおこなうなど、当時としては画期的な方法
を採用し、後のテレビ番組にも影響を与えた。

モノクロ／４０分／製作：グループ現代
製作年：１９７７年
企　画：小泉修吉・演　出：四宮鉄男
撮　影：黒柳満、谷口常也、中島彰亮、堀田泰寛

授業は成功するときもあり、失敗することもある。
私は、231回目の授業と232回目の授業をうつすことになったが、
事前にそれが授業として成立するという保証は勿論なかった。
そんなことを前以て見込むことが出来れば、それは、むしろ授業ではないのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　林竹二　解説集『記録・授業―人間について』より


